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研究成果の概要（和文）：　食における色の効果を大切にしてきた我が国には，和菓子という伝統的な菓子がある。和
菓子には，季節や行事により種類・色・形・材料などが使い分けられるなど，他国の菓子には見られない特徴を持つ。
一方，現代においては，食における色彩は軽視される傾向にある。また，和菓子の喫食頻度は減少傾向にあり，食文化
の継承という面において懸念すべき状況にある。
　本研究では，色の美しさが特徴であり，色の配色や形の変化により季節感や造形美を表現できる練りきりに着目し，
その食嗜好と色嗜好について，園児・児童・成人を対象とした調査を行った。これにより，成長に伴う食嗜好や色嗜好
の変化，および食行動への影響を検討した。

研究成果の概要（英文）： Nerikiri achieves a harmony of coloring and the beautiful colors have an 
enormous attraction. This study aimed to examine the effect of color composition of nerikiri on food 
preferences, and the attitudes and behaviors towards wagashi, Japanese confectionaries, in young children 
and university students.
 Most of the younger children lacked sufficient experience in seeing, touching, and eating wagashi. 
Significant differences were observed in nerikiri color preferences between males and females.
 The wagashi food preferences of 444 junior high school students were surveyed. When food preferences 
regarding four types of confectionery, namely western-style cake, wagashi, snack food, and rice crackers, 
were compared, the males liked a western-style cake and snack food better than wagashi. A majority of 
females highly preferred western-style cake to wagashi. Regarding wagashi, palatability was very high, 
while frequency of eating was low.

研究分野：食品学

キーワード： 和菓子　食嗜好性
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１．研究開始当初の背景 
 視覚はおいしさを感じる上で大きな役割

を果たしており，色のもたらす心理的要素は

非常に大きい。岸戸（1972）は，色彩，形態，

においのうち，色彩が最も重要な食品受容決

定因子であるとしている。また，Harry（1958）

の調査によると，中身が同一の製品であって

も包装紙の色の違いにより，甘さやクリーム

含量，滋養性，消化性などに違いがあると感

じることが明らかとなっており，色は食品の

味そのものにも影響を及ぼすといえる。 

 日本料理においては，色彩が鮮明で美しい

ことが大切にされるが，見た目の美しさは素

材の天然色を生かす調理法，盛り付け方，食

器の選び方など，視覚上の演出方法によると

ころが大きい。 

 食における色の効果を大切にしてきた我

が国には，和菓子という伝統的な菓子がある。

特にきんとんや練りきりに代表される茶席

の和菓子は，①季節や行事などによって種

類・色・形・材料などが使い分けられる，②

形状やテクスチャーが多様である，③油脂を

使わないためカロリーが低い，④卵や小麦粉

に起因する食物アレルギーの心配が少ない

など，他国の菓子には見られない特徴をもつ。 

 一方，現代社会においては，加工品の普及

により，簡便性，合理性，利便性が重視され，

食の色彩は軽視される傾向にある。また，食

生活の洋風化により，和菓子の喫食頻度は減

少傾向にあり，食文化の継承という面におい

て懸念すべき状況である。 

 本研究室では，和菓子の中でも色の美しさ

が特徴であり，色の配色や形の変化により季

節感や造形美を表現できる練りきりに着目

し，研究を進めている。これまでの研究によ

り，練りきりの色が食嗜好性に及ぼす影響，

練りきりの色を用いた食行動の変容効果に

ついていくつか知見を得ている。 

 和菓子の色が食嗜好や食行動に与える影

響については，本研究室以外では全く研究が

行なわれていない。また，健全な食嗜好・食

行動・食習慣の形成や食文化の継承には幼児

期から体系的に食教育を行う必要であるが，

実践例の報告はほとんどなく，本研究の新規

性といえる。 

  

２．研究の目的 
 本研究では，色の美しさが特徴であり，色

の配色や形の変化により季節感や造形美を

表現できる練りきりに着目し，その食嗜好と

色嗜好について，児童・生徒・成人を対象と

した調査を行った。その目的は，⑴食べ物（練

りきり）における色彩の効果の解明，⑵練り

きりの色彩の多様性を用いた，発達段階に応

じた多面的・多角的な食育教材の開発，⑶食

文化の回帰と継承を目指すものである。 

 

３．研究の方法 
 本研究では，練りきり（和菓子）の色彩の

多様性に着目して，その色彩構成が食嗜好性

や食行動に及ぼす影響を検討する。検討する

項目は，⑴練りきりの色彩構成が食嗜好性に

及ぼす影響，⑵練りきりの色彩構成と味覚と

の関連である。方法は，⑴練りきりの物性測

定（色彩構成，水分量，テクスチャーなど），

⑵アンケート調査，⑶官能評価などを用いた。

調査対象は発達段階の異なる児童・生徒・学

生とし，成長に伴う食嗜好性や食行動の変化

を追究した。 

 
４．研究成果 

 多様な色使いと造形美で知られる練りき

りを使って，練りきりの食嗜好性を検討した

ところ，「色」によって嗜好性（食べたい・

食べたくない）が左右された。また，和菓子

の色彩について学習したり，実際に作ったり

することにより，和菓子に対する抵抗感が減

少するとともに興味が向上すること，また苦

手とする子どもが少なくなることが示唆さ

れた。練りきり作り体験を行なうなど，五感

を通した体験を継続的に実践することによ



り，練りきりのみならず，その原料や調製方

法などに対する興味を喚起し，さらには食文

化へと関心を広げることが可能であること

が示唆された。 

 また，練りきりの色嗜好性については，園

児や児童においては男女で大きな相違が見

られ，特にピンクに対する嗜好性は女子にお

いて顕著であった。一方，大学生においては

男女間の相違はほとんど見られず，多様な色

を好む傾向が見られた。さらに，和菓子に対

する嗜好性について，中学生と大学生で比較

したところ，和菓子を選択する基準が両者で

異なることが明らかとなった。今後は，他世

代についても検討していく。 
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